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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセスポイント（ＡＰ）を有する無線ローカルエリアネットワークの複数の局間にお
いて共有伝送媒体を管理する方法であって、
　前記アクセスポイント（ＡＰ）が、全ての局に、ほぼ周期的な管理フレームを送信する
ステップであって、スーパーフレーム（１１）は２つの連続管理フレーム間の期間として
規定される、送信するステップと、
　前記管理フレームに含まれる管理情報に従って、前記スーパーフレームを、各アクセス
方式に対応する複数の期間に分割するステップとを含み、前記スーパーフレームは、
　競合なしアクセス方式に対応する第１期間と、
　競合アクセス方式に対応する第２期間とを含み、
　前記第１期間は、少なくとも１つの同期フレームタイム間隔（ＦＴＩ）（２３）を有す
るタイムフレーム（ＴＦ）（２５）を含み、
　前記タイムフレーム（ＴＦ）（２５）は前記第１期間よりも短い、共有伝送媒体を管理
する方法。
【請求項２】
　前記タイムフレーム（ＴＦ）は、所与の数Ｎの連続同期フレームタイム間隔（ＦＴＩ）
（２３）のセットを含み、それぞれの同期フレームタイム間隔（ＦＴＩ）は同じ継続期間
Ｄを有する請求項１に記載の共有伝送媒体を管理する方法。
【請求項３】
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　前記所与の数Ｎおよび前記継続期間Ｄは、１スーパーフレーム（１１）当たりでみて一
定である請求項２に記載の共有伝送媒体を管理する方法。
【請求項４】
　前記スーパーフレームのそれぞれの同期フレームタイム間隔（ＦＴＩ）の前記所与の数
Ｎおよび前記継続期間Ｄは、前記局に対して前記アクセスポイント（ＡＰ）によって送信
される前記管理情報に含まれる請求項１または３に記載の共有伝送媒体を管理する方法。
【請求項５】
　同期フレームタイム間隔（ＦＴＩ）の前記所与の数Ｎおよび／または前記継続期間Ｄは
、前記アクセスポイント（ＡＰ）で実行される各アルゴリズムに従って、それぞれのスー
パーフレーム（１１）について前記アクセスポイント（ＡＰ）によって決められる請求項
４に記載の共有伝送媒体を管理する方法。
【請求項６】
　前記アクセスポイント（ＡＰ）のアルゴリズムは、前記継続期間Ｄおよび／または前記
所与の数Ｎを決めるために、前記各局から受信される伝送要件を考慮する請求項５に記載
の共有伝送媒体を管理する方法。
【請求項７】
　前記タイムフレーム（ＴＦ）は、前記管理フレーム送信直後の前記スーパーフレーム（
１１）の始めにある請求項１から６のいずれか１項に記載の共有伝送媒体を管理する方法
。
【請求項８】
　プロトコルＢが用いられる前記タイムフレーム（ＴＦ）（２５）の間を除いて、前記ス
ーパーフレーム（１１）の間にプロトコルＡが用いられ、プロトコルＡとプロトコルＢは
異なる請求項１から７のいずれか１項に記載の共有伝送媒体を管理する方法。
【請求項９】
　前記複数の局は、ＩＥＥＥ規格８０２．１１準拠局を含み、前記プロトコルＡおよび前
記プロトコルＢは、前記ＩＥＥＥ規格８０２．１１の異なるバージョンである請求項８に
記載の共有伝送媒体を管理する方法。
【請求項１０】
　前記管理フレームに含まれる前記同期フレームタイム間隔（ＦＴＩ）情報要素は、８０
２．１１規格によって規定される識別子と異なる固有の要素識別子を含む請求項９に記載
の共有伝送媒体を管理する方法。
【請求項１１】
　前記第１期間は、ＩＥＥＥ規格８０２．１１によって規定されるように、ポイント調整
機能（ＰＣＦ）アクセスメカニズムによって管理される期間を含む請求項９または１０に
記載の共有伝送媒体を管理する方法。
【請求項１２】
　前記第１期間は、ＩＥＥＥ規格８０２．１１によって規定されるように、ハイブリッド
調整機能（ＨＣＦ）アクセスメカニズムによって管理される期間を含む請求項９、１０ま
たは１１に記載の共有伝送媒体を管理する方法。
【請求項１３】
　局が、前記固有の要素識別子を認識しない、かつ／または、メッセージに対応する前記
プロトコルのバージョンに対応しない時に、局は、前記タイムフレーム（ＴＦ）（２５）
の間に前記共有伝送媒体を通して受信される前記メッセージを管理しない請求項１０に記
載の共有伝送媒体を管理する方法。
【請求項１４】
　前記アクセスポイント（ＡＰ）は、前記異なる伝送要求条件の特性に従って、前記対応
される異なるアクセス方式の間で伝送資源を動的に分配する請求項４から１３のいずれか
１項に記載の共有伝送媒体を管理する方法。
【請求項１５】
　無線ローカルエリアネットワークの複数の局間において共有伝送媒体を管理する装置で
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あって、
　全ての局に、ほぼ周期的な管理フレームを送信する手段であって、スーパーフレーム（
１１）は２つの連続管理フレーム間の期間として規定される、送信する手段と、
　前記管理フレーム内にある管理情報に従って、前記スーパーフレーム（１１）を、各ア
クセス方式に対応する複数の期間に分割する手段とを備え、前記スーパーフレームは、
　競合なしアクセス方式に対応する第１期間と、
　競合アクセス方式に対応する第２期間とを含み、
　前記第１期間は、少なくとも１つの同期フレームタイム間隔（同期フレームタイム間隔
（ＦＴＩ））（２３）を有するタイムフレーム（タイムフレーム（ＴＦ））（２５）を含
み、
　前記タイムフレーム（ＴＦ）（２５）は前記第１期間よりも短い、共有伝送媒体を管理
する装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本発明は包括的に、通信システムに関し、特に、アクセスポイント（ＡＰ）を有する
無線ローカルエリアネットワークの複数の局間において共有伝送媒体を管理する方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＩＥＥＥ８０２．１１規格（以降で「規格」と呼ぶ）が、ＷＬＡＮのための仕様
を提案するために登場した。仕様において、規格の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）部はＭＡ
Ｃ層を規定し、規格の物理（ＰＨＹ）部は物理層を規定する。ＩＥＥＥ８０２．１１規格
は、現在頻繁に実施されており、ＭＡＣフレームは、規格のＭＡＣ部に従って作成され、
規格のＰＨＹ部に従って物理パケット内にカプセル化され、物理パケットはエアインタフ
ェースを介して放出される。規格のＭＡＣ部は、規格によって同様に規定される全ての物
理層に依存し得る(relay on)ＭＡＣ層を規定し、ネットワークの局間で共通伝送媒体を共
有するために、エアへのユーザデータの送信を制御する。
【０００３】
　規格のＭＡＣ部は、２つの媒体アクセス方式、すなわち、分散調整機能（ＤＣＦ：Dist
ributed Coordination Function）およびポイント調整機能（ＰＣＦ：(Point Coordinati
on Function)）を規定する。局は媒体を受話し、ＤＣＦおよびＰＣＦの間に全てのＭＡＣ
フレームを復号する。ＤＣＦは、競合アクセス方式に基づき、ＤＣＦは局レベルで実施さ
れる。規格によれば任意選択であるＰＣＦは、集中ポーリングアクセス方式に基づく競合
なしアクセス方式を提供する。ＰＣＦは、ネットワーク内の全ての局による媒体へのアク
セスの管理を集中化する、ネットワーク内のどこかのアクセスポイント（ＡＰ）を使用す
る。
【０００４】
　ＤＣＦは、標準的な衝突回避付きキャリアセンス多重アクセス（ＣＳＭＡ／ＣＡ）のア
クセスメカニズムを使用する。送信を試みる前に、それぞれの局は、媒体が空き状態であ
るかどうかをチェックする。媒体が空き状態でない場合、局は、衝突を回避するための、
規則的な指数的バックオフアルゴリズムを処理することによって送信を延期する。ＤＣＦ
局は、送信していない時に媒体を受話して、送信された全てのデータフレームを受信し、
ＤＣＦ局用に意図されないこれらのデータフレームを無視する。このアクセス方式は、ベ
ストエフォート型サービスを提供し、リアルタイムアプリケーションのため上限のある伝
送遅延を保証することができない。
【０００５】
　　比較すると、ＰＣＦは、いくつかのアプリケーションによって要求される伝送遅延を
よりよく制御することを許可する。規格のＭＡＣ部によれば、ＰＣＦは、媒体への「エン
フォースされた」アクセスを通して、このタイプの媒体アクセスに適合する(compatible 
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with)全ての局に対して、競合なしで媒体が提供されるのを確保するＡＰの機能である。
ＤＣＦとＰＣＦのアクセス方式を分離するために、規格のＭＡＣ部は、これらのアクセス
方式のうちの１つに対して予約されるいくつかの別個の期間、すなわち、ＰＣＦに従って
管理される競合なし期間（ＣＦＰ）およびＤＣＦに従って管理される競合期間（ＣＰ）を
導入する。
【０００６】
　規格のＭＡＣ部において規定される固有の管理フレームであるビーコンフレームは、Ａ
Ｐから周期的に放出される。２つの連続するビーコンフレームの間の期間は、以下におい
てスーパーフレームと呼ばれる。ビーコンフレームのそれぞれの発生はＣＦＰの始まりを
示す。それぞれのビーコンフレームは、ＣＦＰおよびＣＰの各長さに関する情報を含む。
【０００７】
　ビーコンフレームは、ビーコンフレームがどんなアクセス媒体方式を用いても、ネット
ワーク内の全ての局によって受話される。そして、各局はＣＦＰおよびＣＰについて知ら
される。ＰＣＦはポーリングリスト法に基づく。ＡＰは、ＰＣＦに準拠するポーリングリ
ストの局を管理し、ポーリングリストの局は、ＡＰから受信されるポーリングフレームが
受理されるまで、ＣＦＰの間送信を許可されない。所与の局のＭＡＣアドレスを含むそれ
ぞれのポーリングフレームによって、この局が１フレーム送信することが可能になる。局
は、各ポーリングフレームを受信する場合にのみ、２以上のフレームを送信することがで
きる。ＣＦＰは、最大サイズでかつ確認応答を伴う少なくとも１フレームの転送を可能に
するのに十分に長い。ＣＦＰの間、ＤＣＦによる媒体アクセスがロックアウトされる。
【０００８】
　ＩＥＥＥ８０２．１１規格の拡張において、他のアクセス法が規定されるが、ＰＣＦま
たはＤＣＦに常に由来する。たとえば、８０２．１１ｅは、エンハンスド分散チャネルア
クセス(Enhanced Distributed Channel Access)（ＥＤＣＡ）およびＨＣＦ制御チャネル
アクセス（ＨＣＣＡ）方式を実施するハイブリッド調整機能(Hybrid Coordination Funct
ion)（ＨＣＦ）モードを規定する。ＥＤＣＡは、異なる優先レベルを有する競合アクセス
方式に基づき、ＣＰの間に実施される。その結果、ＥＤＣＡは、伝送遅延に関する保証な
しで、ベストエフォート型データ伝送を可能にする。ＨＣＣＡはＰＣＦアクセス方式とＣ
ＦＰを共有し、ポーリングアクセス方式にも基づく。ポーリングアクセス方式は、重大な
信号送信オーバヘッドを生ずる。ポーリングフレームが、所与の局においてＣＦＰの間の
任意の時刻に受信されることができるため、以下の欠点、すなわち、それぞれのポーリン
グフレーム受理に関する同期化を行わなければならない物理層がより複雑になること、電
力節約機能の実施が効率的でなくなることが、ポーリングアクセス方式から生ずる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
上記から、ＷＬＡＮネットワークが、ポーリングアクセス方式を用いずに、より高いスル
ープットおよびよりよいリアルタイム特性を有するデータ伝送を提供するプロトコルに対
応することを可能にする媒体アクセス方式が必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　したがって、本発明の第１の態様は、アクセスポイント（ＡＰ）を有する無線ローカル
エリアネットワークの複数の局間において共有伝送媒体を管理する方法であって、
　上記ＡＰが、全ての局に、ほぼ周期的な管理フレームを送信するステップであって、ス
ーパーフレームは２つの連続管理フレーム間の期間として規定される、送信するステップ
と、
　上記管理フレームに含まれる管理情報に従って、上記スーパーフレームを、各アクセス
方式に対応する複数の期間に分割するステップとを含み、上記スーパーフレームは、
　競合なしアクセス方式に対応する第１期間と、
　競合アクセス方式に対応する第２期間とを含み、
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　上記第１期間は、少なくとも１つの同期フレームタイム間隔（ＦＴＩ）を有するタイム
フレーム（ＴＦ）を含む共有伝送媒体を管理する方法を提供する。
【００１１】
　本発明の第２の態様は、無線ローカルエリアネットワークの複数の局間において共有伝
送媒体を管理する装置であって、
　全ての局に、ほぼ周期的な管理フレームを送信する手段であって、スーパーフレームは
２つの連続管理フレーム間の期間として規定される、送信する手段と、
　上記管理フレーム内にある管理情報に従って、上記スーパーフレームを、各アクセス方
式に対応する複数の期間に分割する手段とを備え、上記スーパーフレームは、
　競合なしアクセス方式に対応する第１期間と、
　競合アクセス方式に対応する第２期間とを含み、
　上記第１期間は、少なくとも１つの同期フレームタイム間隔（ＦＴＩ）を有するタイム
フレーム（ＴＦ）を含む共有伝送媒体を管理する装置に関する。
【００１２】
　好ましい実施形態において、ＴＦは、同じ継続期間Ｄの所与の数ＮのＦＴＩを含む。も
ちろん、ＴＦの継続期間は、第１期間の継続期間より短くなければならない。
【００１３】
　本発明のさらなる特徴および利点は、本明細書において、以下の説明からより明らかに
なるであろう。説明は、ただ例として示されており、添付図面と共に読まれなければなら
ない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明の例示的な実施形態は、ＩＥＥＥ８０２．１１規格の向上策(enhancement)とし
て以下で述べられる。本発明は、しかし、アクセスポイント（ＡＰ）および複数の局を含
む任意の無線ローカルエリアネットワークに適用可能である。本発明の使用は、ＰＣＦ／
ＤＣＦ／ＨＣＦアクセス方式を用いる局が、同じネットワーク内で互いに作用することが
できるように、規格の現行のＭＡＣ部に準拠する。
【００１５】
　本発明は規格のＭＡＣ部に基づくため、以下の章は、本明細書で提案される向上策を正
しく理解するのに有益な基本概念をまず思い出させる。
【００１６】
　よりよく理解するために、図１は、規格で規定される異なる期間を示す。ビーコンフレ
ーム１４は、ＡＰによって周期的に放出されて、１つのスーパーフレームの始まりおよび
スーパーフレームのＣＦＰの始まりを示す。２つの連続ビーコンフレーム１４間の期間は
、スーパーフレーム１１を規定し、１つのＣＦＰ１２とそれに続く１つのＣＰ１３を含む
。
【００１７】
　ビーコンフレーム１４は、全ての局によって受話されなければない。すなわち、このビ
ーコンフレームは、全ての局に対して、すでに先に規定された、ＣＦＰの長さ、スーパー
フレーム継続期間、およびＡＰの機能を指示する。全ての局は、ビーコンフレームを復号
する。もっぱらＤＣＦアクセス媒体方式を用いる局は、ＣＦＰの間、放出することを許可
されない。その結果、それらの局は、この期間の間、干渉およびエラーを生じない。スー
パーフレームの継続期間は、ＩＥＥＥ８０２．１１規格に記載されるように、ネットワー
ク設定の静的パラメータである。一方、ＣＦＰ１２の継続期間は、可変であり、それぞれ
のスーパーフレーム１１のＰＣＦによって決められる。ＣＦＰは、スーパーフレームにお
いて強制的ではなく、したがって、ＣＦＰの継続期間は０であってもよい。ＡＰが、周期
的なほぼ一定の時に全てのビーコンフレームを送出するため、スーパーフレームおよび、
その結果、ＣＦＰは常に、ある程度予想される時に始まる。
【００１８】
　規格の現行のＭＡＣ部（特に、１９９９年版、章７．１．２および７．１．３．１ペー
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ジ３４を参照されたい）は、汎用の(general)ＭＡＣフレームフォーマットを記載し、Ｍ
ＡＣフレームフォーマットは、全てのＭＡＣフレームにおいて、一定の順で起こるフィー
ルドのセットを示す。汎用のＭＡＣフレームフォーマットは、プロトコルバージョン・サ
ブフィールドからなるフレーム制御フィールドを含む。局は、それぞれの受信データフレ
ームにおいて、このサブフィールドをチェックして、局が受信データフレームを解釈でき
るかどうかを判断する。したがって、このプロトコルバージョン・サブフィールドが正し
く用いられると、ＩＥＥＥ８０２．１１規格のネットワーク内で異なるＭＡＣプロトコル
に対応することができる。
【００１９】
　本発明は、規格のＭＡＣ部で規定されるスーパーフレームおよびビーコンフレームのフ
ォーマットを変更することを提唱する。これらの変更は、規格によって規定される媒体ア
クセス方式（ＤＣＦ／ＰＣＦ／ＨＣＦ）との適合性を保証する。
【００２０】
　規格（特に、１９９９年版、章７．２．３．１ページ４６、表５を参照されたい）によ
れば、ビーコンフレームは、強制的であるいくつかの固定長フィールド、および、ＡＰが
特定の機能に対応する場合にのみ挿入されるいくつかの可変長フィールドを含む。こうし
たフィールドは、規格のＭＡＣ部において情報要素（ＩＥ）と名付けられ、以下の共通フ
ォーマット、すなわち、
－要素識別子（１ｂｙｔｅ）
－値Ｌのバイト単位での可変の長さ（１ｂｙｔｅ）
－可変長の情報（Ｌｂｙｔｅｓ）
を提示する。
【００２１】
　このフォーマットのおかげで、ビーコンフレームは、ＭＡＣ層プロトコル拡張で規定さ
れるいくつかの将来の機能を記述するために、新しいＩＥに対応し、それを含むことがで
きる。
【００２２】
　本発明の一実施形態において、ＰＣＦが、局に、スーパーフレームベースでＴＦの特性
について知らせることを可能にするために、ビーコンフレーム・フォーマットが変更され
る。
【００２３】
　図２は、本発明によるスーパーフレーム構造の一例を示す。この例において、ＣＦＰ２
１およびＣＰ２２は、規格のＭＡＣ部に従って、スーパーフレームを形成する２つの連続
期間である。ここで、ＣＦＰ２１は、少なくとも１つの同期ＦＴＩ２３を有するＴＦ期間
２５を含む。そのため、ＡＰは、ＴＦ期間２５の間に、同期ＴＦアクセス方式に従って共
有伝送媒体を管理してもよい。ＴＦアクセス方式を使用することができる局のみが、デー
タ送信のために、ＴＦ期間２５を使用するのを許可される。以下の詳細は、こうしたこと
が確保される方法を説明する。ＴＦがＣＦＰに含まれるため、もっぱらＤＣＦアクセス方
式を用いる全ての局は、ＴＦの間、放出するのを許可されない。さらに、ＡＰが、ＴＦ２
５の間、ポーリングフレームを送出しないため、ＴＦアクセスではなく、ＰＣＦアクセス
を用いる全ての局は、ポーリングフレームを受信せず、したがって、ＴＦの間、決して放
出しないであろう。そのため、ＴＦはＤＣＦまたはＰＣＦアクセス方式によって乱されな
い。
【００２４】
　１つの好ましい実施形態において、ＴＦはもっぱら、所与の数Ｎの連続同期ＦＴＩのセ
ットからなる。所与のスーパーフレーム内のＮ個のＦＴＩは同じ継続期間Ｄを有する。所
与のスーパーフレーム内のＦＴＩの数ＮおよびそれぞれのＦＴＩの継続期間Ｄは、１スー
パーフレーム当たりでみて一定である。別途述べられるが、ＮおよびＤはスーパーフレー
ム毎に変わる場合がある。
【００２５】
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　規格（１９９９年版）の現行のＭＡＣ部と比較すると、ビーコンフレーム・フォーマッ
トは、新しい情報要素、すなわち、ＦＴＩパラメータセット２７を含むために拡張される
。ＦＴＩパラメータセット２７は、以下のフィールド、すなわち、
―ＴＦ要素識別子（１ｂｙｔｅ）
－ＦＴＩパラメータセット・フィールドの長さ（１ｂｙｔｅ）
－ＴＦにおけるＦＴＩの数Ｎ（１ｂｙｔｅ）
－μｓ単位でのＦＴＩ継続期間（２ｂｙｔｅｓ）
－ＦＴＩ内で用いられる追加のプロトコル情報用のＫｂｙｔｅｓ（Ｋは、ＦＴＩで用いら
れるプロトコルによって決まる可変の値である）
からなる。ここで、ＦＴＩで用いられるプロトコルが、規格のＭＡＣ部で述べたプロトコ
ルと異なる可能性があることに留意することが重要である。すでに述べたことだが、全て
のＭＡＣフィールドに含まれるプロトコルバージョン・サブフィールドが、規格のＭＡＣ
部においてすでに予約されている値と異なる特定の値で書き込まれている場合、ＦＴＩ内
部で任意のＭＡＣプロトコルを用いることができる。規格のＭＡＣ部およびその現在の拡
張を実施する全ての局は、有効な値として認識することができないプロトコルバージョン
・サブフィールド有するフレームを無視しなければならない。したがって、こうしたフォ
ーマットは、ＴＦアクセス方式を使用できない局が、対応していない任意のプロトコルに
従って、所与のＦＴＩにおいて送出されるフレームを処理し誤って解釈すること防止する
。規格のＭＡＣ部において、値０は、プロトコルバージョン・サブフィールドの値に対し
て予約されるだけである。
【００２６】
　追加のプロトコル情報を指定することは、本説明の範囲を超えるであろう。
【００２７】
　もちろん、ビーコンフレーム・フォーマットはまた、ＡＰがＰＣＦを含む時に、規格の
ＭＡＣ部に規定されるように、ＣＦパラメータセット２６を含む。ＣＦパラメータセット
は、ＰＣＦ、および、とりわけ、ＰＣＦによって生成される場合がある、ＣＦＰの最大継
続期間を示すＣＦＰＭａｘＤｕｒａｔｉｏｎに対応するのに必要なパラメータセットを含
む。ＣＦパラメータセットは、以下のフォーマット、すなわち、
－ＣＦ要素識別子（１ｂｙｔｅ）
－情報フィールドの長さＬ（１ｂｙｔｅ）
－情報フィールド（Ｌｂｙｔｅｓ）
を有する。
【００２８】
　一実施形態において、ＴＦ要素識別子フィールドは、規格において規定された未使用の
値の中で予約された特定の要素識別子の値を含む。この値は、規格の全ての媒体アクセス
方式の間での適合性を保証するのに用いられる。すなわち、全ての局は、ビーコンフレー
ムを復号し、この特定の要素識別子の値をチェックする。全ての局がこの値に対応する（
全ての局がＴＦアクセス方式を使用することができることを意味する）か、全ての局が、
この値に対応せず、ＴＦ期間の間に送信された全てのデータを無視するかのいずれかであ
る。いずれにしても、規格のＭＡＣ部に準拠する局は、以下で詳細に説明されるように、
ＴＦに対応する。
【００２９】
　ネットワークのある局は、ＡＰから受信されたビーコンフレームを復号すると、ＣＦ要
素識別子の値をチェックする。局は、ＤＣＦアクセス方式を使用できるだけの時には、Ｃ
ＦＰの終わりまで、受話のみのモードに切り替わる。代わりに、局は、ＴＦ要素識別子の
値を認識しない場合、ＴＦを含むＣＨＰの間、やはり受話することができ、同様に、ＴＦ
の終わりまでポーリングフレームを受信しないであろう。さらに、ＴＦで用いられるプロ
トコルバージョン・サブフィールドの値は、局が、メッセージを処理し、誤って解釈する
のを防止する。
【００３０】



(8) JP 4699009 B2 2011.6.8

10

20

30

　本発明によれば、ＡＰは、それぞれのスーパーフレームについて、ＴＦを規定する値Ｎ
および継続期間Ｄを決める仕事を受け持つ。
【００３１】
　１つの好ましい実施形態において、局は、その伝送要件をＡＰに伝達することができる
。ＡＰは、この情報を考慮して、局の要件を達成するために、特定のアルゴリズムを用い
てＮおよびＤを動的に決める。
【００３２】
　要約すると、本発明は、ＴＤＭＡ／ＴＤＤサービスのように、一定継続期間のタイムフ
レームに基づくより効率的なＭＡＣプロトコルを導入し、各利点を提供する方法を提供す
る。その結果、ＴＦアクセス方式は、実質上の同期伝送により、リアルタイムアプリケー
ションにより適応した伝送サービスを提供するのに役立つ可能性がある。ＴＦの間に、Ｐ
ＨＹ層における同期化が容易になる可能性がある。同期化のほとんどは、ビーコンフレー
ム受理時に行われる。さらに、本発明は、ポーリングアクセス方式について生成される信
号送信オーバヘッドに比べて信号送信オーバヘッドを軽減する場合がある。
【００３３】
　このことに加えて、本発明は、規格の現行のＭＡＣ部によって規定される媒体アクセス
機能に適合する。
【００３４】
　さらなる利点によれば、本発明は、各局で実行されるアプリケーションの要件に従って
、異なるＭＡＣプロトコル間で媒体を動的に共有する方法を提供する。本発明は、ＴＦの
間に任意のプロトコルを実施することを可能にする。すなわち、それによって、規格のＭ
ＡＣ部の柔軟性が増す。本発明によるスーパーフレームおよびビーコンフォーマットによ
って、ＡＰが、局の機能およびそのアプリケーションに依存して、伝送資源を異なって実
装されるアクセス方式に割り当てることができ、ＴＦ伝送資源は好ましくは、リアルタイ
ムアプリケーションに割り当てられる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】２つの異なる期間が、規格で規定されるＣＰおよびＣＦＰである、例示的なスー
パーフレーム構造を示す図である。
【図２】本発明によるＴＦ構造を例示する図である。
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